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2023年度 静岡大会報告
大会幹事長　池田 浩敬（常葉大学）

2023年度学会大会が、

常葉大学静岡草薙キャン

パスにて、12月2日（土）、

3日（日）に開催されまし

た。「静岡大会に来てご」

という呼びかけにお応え

いただき、大会1日目は64

名、2日目は69名の方にご

来場いただきました。コロ

ナ5類移行後、感染対策は

個人の判断が基本とさ

れ、4年ぶりに交流会も開

催することができました。

本大会の準備・運営にご

協力くださった皆様、各分

科会企画や口頭発表座長

をご担当くださった皆様、

ご来場の皆様に、この場

をお借りして深く感謝申し

上げます。

大会1日目は、矢守学会

長の挨拶の後、午前2つ、

午後2つの分科会が開催

され、タイトなタイムスケ

ジュールのなか意見交換

や質疑応答が大変活発に

行われていました。午後の

全体会では、各分科会企

画担当の皆様によるパネ

ルディスカッションを通し

て、各会場での白熱した議

論や課題をご共有いただ

き、さらなる企画展望につ

ながっていくことと存じま

す。交流会では、2024年

度学会大会のホスト校で

ある長岡技術科学大学の

上村教授に、ご挨拶いた

だきました。

大会2日目午前には、3

会場に分かれて6つの口

頭発表セッションが行わ

れ、合計24件の研究発表

がありました。午後の公

開シンポジウムでは、「令

和4年台風15号災害から

の被災者と被災中小企業

の再建支援」をテーマと

し、近年頻発する風水害

の対応と支援の在り方

を、行政や専門家、住民

の方と考える場として、は

じめに4名の方から話題

提供いただきました。①

静岡市都市局建築部住宅

政策課の竹田太郎さんに

は市独自の応急住宅対策

等制度を、②静岡県弁護

士会の永野海さんには役

所内に設けた生活再建支

援相談ブースでの対応と

今後へのご提言を、③静

岡県商工振興課の鈴木一

志さんには被災中小企業

支援の対応と課題を、④

常葉大学の小村准教授に

はボランティアセンターで

の活動をそれぞれご説明

いただきました。その後、

兵庫県立大学の澤田准教

授をコメンテーターに、

質疑応答形式のパネル

ディスカッションが行わ

れ、トライアンドエラーで

問題解決しながら次の災

害への備えにつなげる機

会となりました。改めまし

て、学会大会開催にご支

援賜りました皆様、ご参

加くださった皆様に御礼

を申し上げます。

発行人 矢守克也
〒662-8501
西宮市上ケ原一番町1番
155号 関西学院大学災害復
興制度研究所気付
TEL：0798-54-6996
FAX：0798-54-6997
http：//f-gakkai.net/

令和6年能登地震は、富
山県内でも令和6年3月19日
現在で全壊213戸、半壊
650戸、一部破損14031戸
の住家被害が報告されるな
ど、大きな被害をもたらして
います。

富山県弁護士会では、発
災8日後から電話相談を開
始し、特に被害が大きい自
治体を中心に相談会を実施
しています。また令和6年3
月までに弁護士会ニュース

を4号発行。災害ADRの開
始、自然災害債務整理ガイ
ドラインの活用に向けた取
組みなど、情報提供や被災
に伴う法的紛争解決・債務
整理の一助を担う活動を
行っています。

相談内容や各所の取組み
から、民間では、過去の災
害で得た知見等の共有、提
供がなされ、平時のつなが
りが活きていると感じる場
面が随所にあります。弁護

士の活動では、特に情報提
供をタイムリーに用意するこ
とや、相談や対応の現場で
必要な知識等を得ることな
どについて、各地の災害復
興支援に取り組む方々から
の後方支援が寄与していま
す。

一方で、公的制度の面で
は様々な壁に直面していま
す。相談や情報提供の現場
では、災害救助法の適用
（富山県内では2市町で不

適用）、広域避難に関する
制度上の後押しや被災者目
線の支援の遅れ、罹災判定
に対する不服、複雑に絡む
支援制度、液状化への対
応、復興基金の創設を求め
る声など、被災された方々の
苦しみが吐露される中「今
後の行政からの情報を注視
してください」としか言えず、
知恵を絞ることの限界を感
じることも多々あります。

復旧・復興は始まったば
かりです。民間の支援を活
かすためにも、過去の災害
の経験をも踏まえた公的制
度の難点を解消していく
アップデートが望まれま
す。

令和6年能登地震における
富山県弁護士会の支援から
見える現状

富山県弁護士会　松尾 政治
まさはる

ステージで歌って踊る
ボーイズグループは数あれ
ど、海を舞台に躍動するグ
ループは彼らだけだろう。
その名も戸倉SeaBoys。メ
ンバーはリーダーの後藤伸
弥さん（39）と、佐藤将人さ
ん（38）、後藤新太郎さん
（3 7）、三浦将 平さん
（30）の4人で、いずれも宮
城県南三陸町戸倉の漁師た
ちだ。
結成は2018年。漁場見

学と食事会を合わせたファ
ンミーティングを開くなど、
消費者との交流に力を入れ
る。今年1月、東京都内で開
かれた国産水産物料理コ
ンテスト「Fish―1グランプ

リ」（全国漁業協同組合連
合会など主催）に出場。戸
倉産のブランドカキ「戸
倉っこかき」を使ったホット
ドッグが、準グランプリを
獲得した。
2011年3月、戸倉地区の

カキ生産者は、東日本大震
災の津波で全ての養殖棚を
失った。震災後、持続可能
な漁業への転換を目指し、
宮城県漁協戸倉出張所カ
キ部会長の後藤清広さん
（63）を中心に、養殖棚を
震災前の3分の1に減らす、
漁場改革を決行した。
効果はてきめんで、カキ
に栄養が行き渡るようにな
り、生育期間は2～3年から

1年に短縮した。1経営体当
たりの生産量は2.4倍、生
産金額は2.2倍となった一
方、経費と労働時間は4割
削減。2016年に日本初の
水 産 養 殖 管 理 協 議 会
（ASC）国際認証を取得し
た。
リーダーの伸弥さんは、
清広さんの長男。震災を機
に一度漁業を離れたが、環
境負荷の少ない漁業を推
進する父を見て、再び漁師
に戻り、カキ、ワカメ、ホヤ、
昆布を生産している。銀鮭
の養殖のほか、タコ、ウニ、
アワビの漁をするメンバー
も。4人の若手漁師は震災
後、再生した南三陸漁業の

希望の象徴であり、宣伝・
広報担当でもある。
伸弥さんは「親世代が決

断し、ぷりっとして雑味、え
ぐみがないカキを提供でき
るようになった。食を通して
南三陸町に、たくさんの人
を呼び込みたい」と話す。カ
キをはじめ南三陸産の海産
物は、南三陸産のワインと
一緒にどうぞ。

宮城県南三陸町「戸倉っこかき」 上品な旨味と甘み
河北新報社　須藤 宣毅

復興味な味な味な味な

⑰

⑦

戸倉っこかきドッグ

（一般社団法人南三陸町観光協会提供）

8 味な復興
宮城県南三陸町「戸倉っこかき」 上品な旨味と甘み
須藤 宣毅

法制度と現場
令和6年能登地震における富山県弁護士会の支援から見える現状
松尾 政治
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能登半島地震特集 能登半島地震特集

今年の1月に発生した能

登半島地震が、わが国の地

震対策や復興計画のあり方

に投げかけた課題は、極め

て大きい。災害は、その時代

やその社会の歪みを顕在化

するといわれるが、能登半

島地震は能登という一地方

の歪みというよりは、現代の

日本社会全体が抱える歪み

を全面的に顕在化したもの

である。一極集中化が引き

起こした過疎地域の疲弊、

豊かな環境や文化を犠牲に

する開発の暴力、人道や人

権を基本におくべき社会意

識の退化、一人ひとりを大切

にする民主政治の衰退など

が、厳しく問われている。

前例のない地震が前例の

ない被害を引き起こした。そ

れだけに、前例のない対応

や前例のない復興が求めら

れている。今までの災害復

興の微修正的な対処では、

厳しい被災の現実を乗り越

えられないし、問われている

社会変革の使命に応えきれ

ない。前例のない復興への

挑戦に、日本の社会あげて

取り組まなければならない。

言うまでもないことだが、石

川県だけの問題ではなく、日

本全体さらには世界全体の

問題として受け止める必要

がある。

さて、復興では「ビジョ

ン、マイルストーン、ガバナン

ス」の3つが問われる。ビ

ジョンでは、被災地の将来

像だけでなく日本社会の将

来像を示すことが求められ

る。被災地の将来像では、

被災者はもとより移住者も

住みたくなるような地域像

を示し、復興の希望と勇気

さらには一体感を引き出す

ことが欠かせない。社会全

体の将来像では、混迷の中

にある日本がいかに再興を

はかるべきかの指針を示さ

なければならない。被災地

の自立と日本社会の変革を

同時にはかることが求めら

れている。自律連携型の国

土構造をつくりあげるモデ

ルを、能登で具現化しなけ

ればならない。

ところで、ビジョンは絵空

事であってはならないしリッ

プサービスであってはならな

い。大きな課題である復興

の全体構想や変革の基本

目標を明確にしつつ、それを

ブレークダウンする形で、小

さな課題である復興の個別

の課題や目標を示さなけれ

ばならない。なぜ、伝統産業

の再生が必要なのか、交流

人口の拡大が必要なのか、

DXの積極的活用が必要な

のかを、全体目標との関係

の中で位置づける必要があ

る。混とんとする現代である

からこそ、そこからの脱却を

図るための確かな羅針盤が

いるのである。

さて今回の復興では、復

興を如何に実現するかの工

程管理が重要になる。大き

な社会変革が求められるだ

けに、段階的かつ戦略的に

復興を進めるためのマイル

ストーンが重要になる。生活

と生業と生態の再建、地域

外居住から地域内居住への

転換、応急修理から恒久再

建への切り替えを如何に有

機的に連接させるか、時期ご

との目標と課題を明らかに

して取り組む必要がある。大

きな課題や複雑な工程を、

如何に限られた資源と時間

の中で達成するかのプログ

ラムがいる。

大きな復興ゆえに最終目

標の達成までには10年かか

るとしても、被災者の生活の

回復は長くて3年以内に完了

しなければならない。このマ

イルストーンでは、いつまで

に家屋の解体をはかるの

か、いつまでに基盤整備を

はかるのか、そのリアリティ

のあるプログラムを指し示さ

ねばならない。今のままで

は、被災地の家屋の解体に

何年もかかり、それを待ちき

れず被災者が流出してしま

い、復興そのものが不可能

になってしまう。

ところで、復興で一番大

切なのは、復興を進める態

勢の構築である。復興の正

四面体としてのコミュニ

ティ、市民団体、行政、事業

者が、相互信頼のもとに連

携することである。その協治

の仕組みとしてのガバナン

スが重要になる。被災者の

声を復興に反映する仕組み

がいる。コミュニティごとに

復興を議論する復興車座や

復興協議会をつくらねばな

らない。その復興協議の場

に専門家が寄り添う形で関

わるのである。日本災害復

興学会が社会全体の復興

議論をリードするとともに、

コミュニティ単位の復興議

論をサポートすることを期待

したい。

前例のない被災に前例のない復興を

日本災害復興学会特別顧問　室﨑 益輝

能登半島地震の発生を

契機として人口流出に拍車

がかかることが懸念されて

いる。特に被害が大きかっ

た６市町では、1月中に計

693人が転出している。これ

は2023年1月の3倍以上の

数である。

たとえば新潟中越地震の

被災地、旧山古志村では、

震災後3カ月、全村避難から

集落単位で建設された仮設

住宅に入居した時点で全世

帯にアンケートをとった結

果、村に戻りたいという意向

が9割を超えていた。住民票

を移した世帯もほとんどな

い。それに比べると、この数

の多さは1ヶ月間の被災生活

のしんどさも影響している

のかもしれない。また、能登

半島では2007年、2023年

と地震が続いたことでボ

ディーブローのようにダメー

ジが蓄積していたのかもし

れない。そう考えると、ただ

過疎の進む中山間地域の復

興だから中越や東日本の事

例がそのまま当てはまるの

だ、とするのは少し早計かも

しれない。

とはいえ、中越地震の復

興プロセスなどを知るもの

にとっては、現在の被災地

の状況は隔靴掻痒感を持

つことも多い。その一つに

避難環境の整備、支援があ

る。これだけ水道をはじめ

とするライフラインの復旧

に時間を要し、さらには被

災地への道路アクセスが限

定され、交通輻輳が発生

し、さまざまな対応に支障

が起きることが発生当初か

ら想定されていたのであれ

ば、あくまで被災者個人の

意志で実施される1.5次避

難、2次避難、ではなく、遠

い場所でも安全で安心な

環境が整っている場所で集

落単位の避難生活が確保

されても良かったように思

う。一部の地域には、志賀

原発の事故発生時の広域

避難計画も策定され、それ

こそ集落単位でEPZ圏外へ

の集団避難ができる状況

は整っていた。それらを援

用し、集落での関係で支え

られている地域の特徴を

維持・活用しつつ、それを

復興への足がかりにするこ

とはできたように思う。避

難生活への対応はいまさ

ら、であっても、たとえば仮

設住宅の計画によって環境

を整えることもできるよう

に思う。質の高い仮設住宅

を提供し、それを本設化す

るような取り組みは令和2

年7月豪雨で被災した熊本

県人吉市などでも進めら

れ、よい効果をもたらして

いる。しかし、それに加えて

被災地域の地域力を上手

に復興に活かせるよう、従

前の地域コミュニティを大

切にした入居計画が行われ

れば、仮設住宅ぐらしの環

境が、復興に向けた話し合

いや具体的な取り組みの

きっかけを育むことにもつ

ながる。中越地震の際には

3,460戸の仮設住宅の供

与、入居に2ヶ月を要した

が、それは、入居者の組み

合わせ等を丁寧に考えた時

間を含んでいる。個々の世

帯の状況だけでなく、それ

を支えるコミュニティの役

割を意識したことで、仮設

住宅の入居が遅れたとして

も、結果として入居期間が

復興への足がかりとして意

味を持つことにつながった

ことをふまえると、仮設住

宅は、供与までの期間や、

住宅の居住性だけの問題

ではないことがわかる。

さらに、今後復興を考

え、進めていくにあたって

大切にしたいのは、人口減

少を復興の成否と直結させ

ないこと、そしてある程度

の高齢化は地域力につな

がっているのだという認識

である。人が少なくなって

も豊かな暮らしは取り戻す

ことができるし、たとえば

前期高齢者はその地域の

暮らしのベテランで、かつ

昼間人口でもあるため、復

興のとても重要なプレイ

ヤーであることへの認識で

ある。いたずらに高齢化が

進展した、とするのではな

く、その世代が持つ知識、

技能を復興プロセスに生か

せる環境を整えていくこと

は、たとえば震災から10年

が経過した際に、それを受

け継ぎ、新しい時代の暮ら

し方を生み出す次の世代が

上手に地域を承継していく

ことにもつながっていく。そ

う考えると、今後10年でや

らなければいけないこと

は、地元の方たちが「きち

んと帰れて良かった。やっ

ぱりここの暮らしが最高

だ」と言えるような状況を

つくることである。次の世

代に向けて地域の良さを残

していく第一線級のプレー

ヤーを帰すんだという認識

で取り組むこともまた大切

だと思うのである。

超高齢化した地域での復興のあり方

兵庫県立大学大学院　澤田 雅浩
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能登半島地震特集 能登半島地震特集

今年の1月に発生した能

登半島地震が、わが国の地

震対策や復興計画のあり方

に投げかけた課題は、極め

て大きい。災害は、その時代

やその社会の歪みを顕在化

するといわれるが、能登半

島地震は能登という一地方

の歪みというよりは、現代の

日本社会全体が抱える歪み

を全面的に顕在化したもの

である。一極集中化が引き

起こした過疎地域の疲弊、

豊かな環境や文化を犠牲に

する開発の暴力、人道や人

権を基本におくべき社会意

識の退化、一人ひとりを大切

にする民主政治の衰退など

が、厳しく問われている。

前例のない地震が前例の

ない被害を引き起こした。そ

れだけに、前例のない対応

や前例のない復興が求めら

れている。今までの災害復

興の微修正的な対処では、

厳しい被災の現実を乗り越

えられないし、問われている

社会変革の使命に応えきれ

ない。前例のない復興への

挑戦に、日本の社会あげて

取り組まなければならない。

言うまでもないことだが、石

川県だけの問題ではなく、日

本全体さらには世界全体の

問題として受け止める必要

がある。

さて、復興では「ビジョ

ン、マイルストーン、ガバナン

ス」の3つが問われる。ビ

ジョンでは、被災地の将来

像だけでなく日本社会の将

来像を示すことが求められ

る。被災地の将来像では、

被災者はもとより移住者も

住みたくなるような地域像

を示し、復興の希望と勇気

さらには一体感を引き出す

ことが欠かせない。社会全

体の将来像では、混迷の中

にある日本がいかに再興を

はかるべきかの指針を示さ

なければならない。被災地

の自立と日本社会の変革を

同時にはかることが求めら

れている。自律連携型の国

土構造をつくりあげるモデ

ルを、能登で具現化しなけ

ればならない。

ところで、ビジョンは絵空

事であってはならないしリッ

プサービスであってはならな

い。大きな課題である復興

の全体構想や変革の基本

目標を明確にしつつ、それを

ブレークダウンする形で、小

さな課題である復興の個別

の課題や目標を示さなけれ

ばならない。なぜ、伝統産業

の再生が必要なのか、交流

人口の拡大が必要なのか、

DXの積極的活用が必要な

のかを、全体目標との関係

の中で位置づける必要があ

る。混とんとする現代である

からこそ、そこからの脱却を

図るための確かな羅針盤が

いるのである。

さて今回の復興では、復

興を如何に実現するかの工

程管理が重要になる。大き

な社会変革が求められるだ

けに、段階的かつ戦略的に

復興を進めるためのマイル

ストーンが重要になる。生活

と生業と生態の再建、地域

外居住から地域内居住への

転換、応急修理から恒久再

建への切り替えを如何に有

機的に連接させるか、時期ご

との目標と課題を明らかに

して取り組む必要がある。大

きな課題や複雑な工程を、

如何に限られた資源と時間

の中で達成するかのプログ

ラムがいる。

大きな復興ゆえに最終目

標の達成までには10年かか

るとしても、被災者の生活の

回復は長くて3年以内に完了

しなければならない。このマ

イルストーンでは、いつまで

に家屋の解体をはかるの

か、いつまでに基盤整備を

はかるのか、そのリアリティ

のあるプログラムを指し示さ

ねばならない。今のままで

は、被災地の家屋の解体に

何年もかかり、それを待ちき

れず被災者が流出してしま

い、復興そのものが不可能

になってしまう。

ところで、復興で一番大

切なのは、復興を進める態

勢の構築である。復興の正

四面体としてのコミュニ

ティ、市民団体、行政、事業

者が、相互信頼のもとに連

携することである。その協治

の仕組みとしてのガバナン

スが重要になる。被災者の

声を復興に反映する仕組み

がいる。コミュニティごとに

復興を議論する復興車座や

復興協議会をつくらねばな

らない。その復興協議の場

に専門家が寄り添う形で関

わるのである。日本災害復

興学会が社会全体の復興

議論をリードするとともに、

コミュニティ単位の復興議

論をサポートすることを期待

したい。

前例のない被災に前例のない復興を

日本災害復興学会特別顧問　室﨑 益輝

能登半島地震の発生を

契機として人口流出に拍車

がかかることが懸念されて

いる。特に被害が大きかっ

た６市町では、1月中に計

693人が転出している。これ

は2023年1月の3倍以上の

数である。

たとえば新潟中越地震の

被災地、旧山古志村では、

震災後3カ月、全村避難から

集落単位で建設された仮設

住宅に入居した時点で全世

帯にアンケートをとった結

果、村に戻りたいという意向

が9割を超えていた。住民票

を移した世帯もほとんどな

い。それに比べると、この数

の多さは1ヶ月間の被災生活

のしんどさも影響している

のかもしれない。また、能登

半島では2007年、2023年

と地震が続いたことでボ

ディーブローのようにダメー

ジが蓄積していたのかもし

れない。そう考えると、ただ

過疎の進む中山間地域の復

興だから中越や東日本の事

例がそのまま当てはまるの

だ、とするのは少し早計かも

しれない。

とはいえ、中越地震の復

興プロセスなどを知るもの

にとっては、現在の被災地

の状況は隔靴掻痒感を持

つことも多い。その一つに

避難環境の整備、支援があ

る。これだけ水道をはじめ

とするライフラインの復旧

に時間を要し、さらには被

災地への道路アクセスが限

定され、交通輻輳が発生

し、さまざまな対応に支障

が起きることが発生当初か

ら想定されていたのであれ

ば、あくまで被災者個人の

意志で実施される1.5次避

難、2次避難、ではなく、遠

い場所でも安全で安心な

環境が整っている場所で集

落単位の避難生活が確保

されても良かったように思

う。一部の地域には、志賀

原発の事故発生時の広域

避難計画も策定され、それ

こそ集落単位でEPZ圏外へ

の集団避難ができる状況

は整っていた。それらを援

用し、集落での関係で支え

られている地域の特徴を

維持・活用しつつ、それを

復興への足がかりにするこ

とはできたように思う。避

難生活への対応はいまさ

ら、であっても、たとえば仮

設住宅の計画によって環境

を整えることもできるよう

に思う。質の高い仮設住宅

を提供し、それを本設化す

るような取り組みは令和2

年7月豪雨で被災した熊本

県人吉市などでも進めら

れ、よい効果をもたらして

いる。しかし、それに加えて

被災地域の地域力を上手

に復興に活かせるよう、従

前の地域コミュニティを大

切にした入居計画が行われ

れば、仮設住宅ぐらしの環

境が、復興に向けた話し合

いや具体的な取り組みの

きっかけを育むことにもつ

ながる。中越地震の際には

3,460戸の仮設住宅の供

与、入居に2ヶ月を要した

が、それは、入居者の組み

合わせ等を丁寧に考えた時

間を含んでいる。個々の世

帯の状況だけでなく、それ

を支えるコミュニティの役

割を意識したことで、仮設

住宅の入居が遅れたとして

も、結果として入居期間が

復興への足がかりとして意

味を持つことにつながった

ことをふまえると、仮設住

宅は、供与までの期間や、

住宅の居住性だけの問題

ではないことがわかる。

さらに、今後復興を考

え、進めていくにあたって

大切にしたいのは、人口減

少を復興の成否と直結させ

ないこと、そしてある程度

の高齢化は地域力につな

がっているのだという認識

である。人が少なくなって

も豊かな暮らしは取り戻す

ことができるし、たとえば

前期高齢者はその地域の

暮らしのベテランで、かつ

昼間人口でもあるため、復

興のとても重要なプレイ

ヤーであることへの認識で

ある。いたずらに高齢化が

進展した、とするのではな

く、その世代が持つ知識、

技能を復興プロセスに生か

せる環境を整えていくこと

は、たとえば震災から10年

が経過した際に、それを受

け継ぎ、新しい時代の暮ら

し方を生み出す次の世代が

上手に地域を承継していく

ことにもつながっていく。そ

う考えると、今後10年でや

らなければいけないこと

は、地元の方たちが「きち

んと帰れて良かった。やっ

ぱりここの暮らしが最高

だ」と言えるような状況を

つくることである。次の世

代に向けて地域の良さを残

していく第一線級のプレー

ヤーを帰すんだという認識

で取り組むこともまた大切

だと思うのである。

超高齢化した地域での復興のあり方

兵庫県立大学大学院　澤田 雅浩
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令和6年能登半島地震で

は、ボランティア自粛論が

注目された。災害直後にボ

ランティアはまだ行くべきで

はないという発信が特に

SNSを中心に発信された。

ボランティア自粛論の中身

は大まかに分けて（1）道路

の被害が大きく交通渋滞を

引き起こすため自粛すべき

（2）緊急期にボランティア

は役に立たない（3）救援活

動をおこなう消防や自衛隊

の邪魔になる（4）ボラン

ティアの受け入れ体制が

整っていないため、行くべき

ではないという4つに類型

できるだろう。それぞれにつ

いて詳細に検証することは

できないので、そのうちの

緊急期にボランティアは役

に立たないという点につい

て取り上げてみたい。

筆者の所属団体は、1月2

日から被災地での支援活動

を開始した。筆者自身も1月

11日から断続的に被災地に

入り支援活動をおこなって

いる。筆者が活動していた

七尾市のある小学校避難

所では、災害当初から地元

レストランのシェフによる炊

き出しがおこなわれてい

た。さらに、避難所にいる

方々に対して地元出身の若

者たちが細かな生活サポー

トをおこなっていた。七尾

市では3月24日にようやく

避難所にお弁当が届くよう

になったが、それまでの避

難者の食事を支えていたの

はまさしくボランティアで

あった。こうした実態を考え

れば、緊急期にボランティ

アは役に立たないどころ

か、被災者の命をつなぐ最

重要な活動をおこなってい

たと言えるだろう。

また、被害の甚大だった珠

洲市では1月3日からボラン

ティア団体が重機を使って

道路の瓦礫を撤去し通行を

可能にさせる道路啓開の活

動を開始した。被害が甚大

で孤立した集落を助け出す

には、道を通す活動が欠か

せない。しかし、消防や自衛

隊によって運びこまれた重機

はほとんど活用されていない

（川村,2024）。消防や自衛

隊の邪魔をするのではなく、

むしろ消防や自衛隊では出

来ないことをボランティア団

体がおこなったことによって、

災害からの復旧が加速して

いると言えるだろう。

このように考えると、ボラ

ンティアが役立たないとい

うことはなく、むしろ被災者

を支える非常に重要な役割

を担っていると言える。

そもそも災害ボランティア

を「役に立つか立たないか」

という基準で切り分けると

いうことにも注意が必要だ。

筆者が取り組む足湯ボラン

ティアやサロン活動は、確か

に被災者の家の再建や瓦礫

の撤去には役に立たない。

しかし、被災者からはさまざ

まな声をもらっている。

例えば、「申請の相談な

ど色 と々ありがとうございま

した。気持ちが楽になりま

した」「いつもこちらに来て

ホッとしています」「足湯を

すると元気になる」という声

や、「どうしたら良いかわか

らず不安です」「時間が

あってもやる気が起きない」

「洗濯や入浴に費用がかか

りすぎて先が不安」という

被災者の声もある。ボラン

ティアは、こうした被災者と

向き合い、必死にこのよう

な声に対応しようとする。こ

うした被災者とボランティア

との応答や出会い自体に価

値があるのであって、ボラン

ティアは「役に立つ」から重

宝されるわけではない。被

災者とボランティアとが相

互に交流し合うことで、被

災者自身が変わっていき前

向きに進む力を自ら取り戻

していくことに意味がある

のである。ボランティアは役

に立たないという論は、この

ようなボランティアの価値

を全く無視していると言え

るだろう。

ボランティア元年といわ

れた阪神・淡路大震災から

30年が過ぎようとしてい

る。当時の社会を変革した

災害ボランティアは、今では

単なる労働力のように捉え

られてしまっているのでは

ないか。ボランティアの価

値を再び見つめ直し、災害

ボランティアのあり方を問

い直す時期に来ている。

川村直子（2024）能登半島

地震で「被災地に来ないで」が

続くのはなぜ？東日本大震災

の教訓から、緊急消防援助隊

に配備された重機が、活用さ

れない理由とはHUFFPOST 

https://www.huffingtonpost.jp

/entry/story_jp_65b9faaae4b

0102bd2d6dd81（2024-3-29）

能登半島でのボランティア活動

被災地NGO恊働センター・関西学院大学　頼政 良太

2023年7月12日、筆者が

奥尻島民として経験した北

海道南西沖地震の発災か

ら30年を迎えた。奥尻町立

青苗小学校では、例年通り

津波防災訓練や防災学習

が行われ、島の各地で追悼

行事が行われていた。本稿

では、ニュースレターVo.45

に寄稿した「奥尻30年」の

後日談を含めた現在の奥尻

島について報告する。

1993年7月12日22時17

分に発生した北海道南西沖

地震の最大の被災地奥尻

町は、「節目」と他地域の津

波災害を受けて取材が増

加するという現象が繰り返

し起こってきた。2004年イ

ンド洋津波後は海外からの

取材が増加し、2011年7月

12日は、東日本大震災の影

響で取材が殺到し、遺族な

どから戸惑いの声が聴かれ

た。2013年は10年ぶりに

行政による追悼行事が行わ

れ、来賓なども招かれた。

当時の記事は「復興の失

敗」を印象づけるものが目

立っていた。

2023年の報道は、復興

検証よりも「被災者の今」

「津波防災の課題」といっ

た切り口が多く見られた。

津波防災については日本海

溝・千島海溝沿いの巨大地

震に伴う津波対策と関連づ

けた内容が目立った。また、

記者の世代交代が進み、良

くも悪くも当時を知らない

からこその取材の様子も目

の当たりにした。こうして節

目取材のトレンドが様々な

要素によって変化していく

ことを実感した。

2023年7月の奥尻訪問

では、30年前の子どもや若

者が、現在の立場で震災に

関わることを始めたり進め

たりしている姿を目にする

ことができた。筆者が学生

時代からお世話になってい

る地域政策課長の満島さ

んは、改めて災害の記録を

残し次世代に伝える活動を

進めたいと話してくれた。

2024年3月には、役場職員

を対象とした研修が実現

し、当時災害対応・復興事

業などに関わったOB職員

の話を聞き、意見交換が行

われた。2011年に着任した

稲垣学芸員は、ゲリラライ

ブなどで募金を集めて来島

した泉谷しげる氏に関する

特別展示を企画した。伝承

施設「津波館」のロビーに

は学校宛てに寄付されたサ

イン入りのギターが並べら

れた。この展示の前で稲垣

さんと話していると、奥尻

高校の島留学生（島外から

の進学者）が来館したた

め、思いがけず交流するこ

とができた。また、慰霊碑

の周りにろうそくを灯す会

の代表者が活動引退を表

明したところ、島の若手が

協力を申し出た。7月12日に

は「来年からどうしようか」

と言いながら若者たちがろ

うそくに火を灯す姿が見ら

れた。この日、社会起業家

となった30年前の学生ボラ

ンティア「ジミーちゃん」

（田辺大さん）も来島して

いた。そして、「ボランティ

ア元年」である阪神・淡路

大震災の前に「ボランティ

ア前年」ともいえる支援が

繰り広げられていたことを

教えていただいた。この出

会いを機に、当時のボラン

ティアたちと前述の満島さ

んや子どものときにボラン

ティアにお世話になった役

場職員、そして筆者が定期

的にオンラインで集まり、

奥尻の今や未来について

語り合うようになった。本

稿執筆時点では、2024年7

月13日に多世代の島民と当

時のボランティアを含む来

島者達が交流するイベント

の企画を進めているところ

である。

災害発生から30年間を

経て、島の人口は半分に

なった。老朽化の進んだ施

設はあるし、課題をあげれ

ばきりがない。しかし、当

時の子どもや若者、震災を

知らない人々が奥尻のため

に何かしたいと動いてい

る。奥尻高校の「島留学

生」を経て役場職員や漁

師、地域おこし協力隊員と

して島に暮らす若者にも出

会った。なんともいえない

閉塞感がなくなったわけで

はないが、大きく無理をし

ない活動をして身の回りを

変えていく人々が増えて、

島の中で夢を語りやすく

なったように感じている。

個人的にはこの30年間で

今が一番、これからの奥尻

が楽しみである。かつて奥

尻に行ったことがある人

も、ぜひ今の奥尻を見てほ

しい。課題はあるが、希望

もある。

東北から未災地への伝言
ひさいち

31年目に見えてきた希望

東北学院大学　定池 祐季

54



能登半島地震特集

令和6年能登半島地震で

は、ボランティア自粛論が

注目された。災害直後にボ

ランティアはまだ行くべきで

はないという発信が特に

SNSを中心に発信された。

ボランティア自粛論の中身

は大まかに分けて（1）道路

の被害が大きく交通渋滞を

引き起こすため自粛すべき

（2）緊急期にボランティア

は役に立たない（3）救援活

動をおこなう消防や自衛隊

の邪魔になる（4）ボラン

ティアの受け入れ体制が

整っていないため、行くべき

ではないという4つに類型

できるだろう。それぞれにつ

いて詳細に検証することは

できないので、そのうちの

緊急期にボランティアは役

に立たないという点につい

て取り上げてみたい。

筆者の所属団体は、1月2

日から被災地での支援活動

を開始した。筆者自身も1月

11日から断続的に被災地に

入り支援活動をおこなって

いる。筆者が活動していた

七尾市のある小学校避難

所では、災害当初から地元

レストランのシェフによる炊

き出しがおこなわれてい

た。さらに、避難所にいる

方々に対して地元出身の若

者たちが細かな生活サポー

トをおこなっていた。七尾

市では3月24日にようやく

避難所にお弁当が届くよう

になったが、それまでの避

難者の食事を支えていたの

はまさしくボランティアで

あった。こうした実態を考え

れば、緊急期にボランティ

アは役に立たないどころ

か、被災者の命をつなぐ最

重要な活動をおこなってい

たと言えるだろう。

また、被害の甚大だった珠

洲市では1月3日からボラン

ティア団体が重機を使って

道路の瓦礫を撤去し通行を

可能にさせる道路啓開の活

動を開始した。被害が甚大

で孤立した集落を助け出す

には、道を通す活動が欠か

せない。しかし、消防や自衛

隊によって運びこまれた重機

はほとんど活用されていない

（川村,2024）。消防や自衛

隊の邪魔をするのではなく、

むしろ消防や自衛隊では出

来ないことをボランティア団

体がおこなったことによって、

災害からの復旧が加速して

いると言えるだろう。

このように考えると、ボラ

ンティアが役立たないとい

うことはなく、むしろ被災者

を支える非常に重要な役割

を担っていると言える。

そもそも災害ボランティア

を「役に立つか立たないか」

という基準で切り分けると

いうことにも注意が必要だ。

筆者が取り組む足湯ボラン

ティアやサロン活動は、確か

に被災者の家の再建や瓦礫

の撤去には役に立たない。

しかし、被災者からはさまざ

まな声をもらっている。

例えば、「申請の相談な

ど色 と々ありがとうございま

した。気持ちが楽になりま

した」「いつもこちらに来て

ホッとしています」「足湯を

すると元気になる」という声

や、「どうしたら良いかわか

らず不安です」「時間が

あってもやる気が起きない」

「洗濯や入浴に費用がかか

りすぎて先が不安」という

被災者の声もある。ボラン

ティアは、こうした被災者と

向き合い、必死にこのよう

な声に対応しようとする。こ

うした被災者とボランティア

との応答や出会い自体に価

値があるのであって、ボラン

ティアは「役に立つ」から重

宝されるわけではない。被

災者とボランティアとが相

互に交流し合うことで、被

災者自身が変わっていき前

向きに進む力を自ら取り戻

していくことに意味がある

のである。ボランティアは役

に立たないという論は、この

ようなボランティアの価値

を全く無視していると言え

るだろう。

ボランティア元年といわ

れた阪神・淡路大震災から

30年が過ぎようとしてい

る。当時の社会を変革した

災害ボランティアは、今では

単なる労働力のように捉え

られてしまっているのでは

ないか。ボランティアの価

値を再び見つめ直し、災害

ボランティアのあり方を問

い直す時期に来ている。

川村直子（2024）能登半島

地震で「被災地に来ないで」が

続くのはなぜ？東日本大震災

の教訓から、緊急消防援助隊

に配備された重機が、活用さ

れない理由とはHUFFPOST 

https://www.huffingtonpost.jp

/entry/story_jp_65b9faaae4b

0102bd2d6dd81（2024-3-29）

能登半島でのボランティア活動

被災地NGO恊働センター・関西学院大学　頼政 良太

2023年7月12日、筆者が

奥尻島民として経験した北

海道南西沖地震の発災か

ら30年を迎えた。奥尻町立

青苗小学校では、例年通り

津波防災訓練や防災学習

が行われ、島の各地で追悼

行事が行われていた。本稿

では、ニュースレターVo.45

に寄稿した「奥尻30年」の

後日談を含めた現在の奥尻

島について報告する。

1993年7月12日22時17

分に発生した北海道南西沖

地震の最大の被災地奥尻

町は、「節目」と他地域の津

波災害を受けて取材が増

加するという現象が繰り返

し起こってきた。2004年イ

ンド洋津波後は海外からの

取材が増加し、2011年7月

12日は、東日本大震災の影

響で取材が殺到し、遺族な

どから戸惑いの声が聴かれ

た。2013年は10年ぶりに

行政による追悼行事が行わ

れ、来賓なども招かれた。

当時の記事は「復興の失

敗」を印象づけるものが目

立っていた。

2023年の報道は、復興

検証よりも「被災者の今」

「津波防災の課題」といっ

た切り口が多く見られた。

津波防災については日本海

溝・千島海溝沿いの巨大地

震に伴う津波対策と関連づ

けた内容が目立った。また、

記者の世代交代が進み、良

くも悪くも当時を知らない

からこその取材の様子も目

の当たりにした。こうして節

目取材のトレンドが様々な

要素によって変化していく

ことを実感した。

2023年7月の奥尻訪問

では、30年前の子どもや若

者が、現在の立場で震災に

関わることを始めたり進め

たりしている姿を目にする

ことができた。筆者が学生

時代からお世話になってい

る地域政策課長の満島さ

んは、改めて災害の記録を

残し次世代に伝える活動を

進めたいと話してくれた。

2024年3月には、役場職員

を対象とした研修が実現

し、当時災害対応・復興事

業などに関わったOB職員

の話を聞き、意見交換が行

われた。2011年に着任した

稲垣学芸員は、ゲリラライ

ブなどで募金を集めて来島

した泉谷しげる氏に関する

特別展示を企画した。伝承

施設「津波館」のロビーに

は学校宛てに寄付されたサ

イン入りのギターが並べら

れた。この展示の前で稲垣

さんと話していると、奥尻

高校の島留学生（島外から

の進学者）が来館したた

め、思いがけず交流するこ

とができた。また、慰霊碑

の周りにろうそくを灯す会

の代表者が活動引退を表

明したところ、島の若手が

協力を申し出た。7月12日に

は「来年からどうしようか」

と言いながら若者たちがろ

うそくに火を灯す姿が見ら

れた。この日、社会起業家

となった30年前の学生ボラ

ンティア「ジミーちゃん」

（田辺大さん）も来島して

いた。そして、「ボランティ

ア元年」である阪神・淡路

大震災の前に「ボランティ

ア前年」ともいえる支援が

繰り広げられていたことを

教えていただいた。この出

会いを機に、当時のボラン

ティアたちと前述の満島さ

んや子どものときにボラン

ティアにお世話になった役

場職員、そして筆者が定期

的にオンラインで集まり、

奥尻の今や未来について

語り合うようになった。本

稿執筆時点では、2024年7

月13日に多世代の島民と当

時のボランティアを含む来

島者達が交流するイベント

の企画を進めているところ

である。

災害発生から30年間を

経て、島の人口は半分に

なった。老朽化の進んだ施

設はあるし、課題をあげれ

ばきりがない。しかし、当

時の子どもや若者、震災を

知らない人々が奥尻のため

に何かしたいと動いてい

る。奥尻高校の「島留学

生」を経て役場職員や漁

師、地域おこし協力隊員と

して島に暮らす若者にも出

会った。なんともいえない

閉塞感がなくなったわけで

はないが、大きく無理をし

ない活動をして身の回りを

変えていく人々が増えて、

島の中で夢を語りやすく

なったように感じている。

個人的にはこの30年間で

今が一番、これからの奥尻

が楽しみである。かつて奥

尻に行ったことがある人

も、ぜひ今の奥尻を見てほ

しい。課題はあるが、希望

もある。

東北から未災地への伝言
ひさいち

31年目に見えてきた希望
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物資搬入を行う地域住民ボランティア

震災13年目の3月11日朝、大

川地区は暖かな日差しに包ま

れた。内湾、長面浦の海面に

は風が細かな紋を描き、輝い

ている。特産の牡蛎はシーズ

ン中だが、この日は作業場も休

みで、海鳥が羽を休めている。

県道には、朝から墓参の車

が絶えない。大川地区の海に

近い4集落は災害危険区域に

指定されおり、人々は15km内

陸の移転先から花を携えやっ

て来る。

河口から3.7km上流にある

震災遺構大川小学校は、早朝

から慰霊の空気に包まれた。

全国各地からの訪問者が手

を合わせたり、経を唱えたりし

ている。傍らでは遺族会役員

らが慰霊式典の準備に追わ

れている。

津波で児童74人、教職員10

人が死亡・行方不明となった大

川小学校では震災後、遺族会

が捜索と慰霊を中心に活動を

続けている。会員には取材を

避けたい人もいる。この日に先

立ち役員は、報道機関に式典

中の取材自粛を申し入れた。

小学校から300mほど離れ

た観音寺には、大川地区と小

学校で亡くなった人の慰霊碑

が移設されている。震災後の

大川小に赴任して地域との信

頼回復に奔走した教諭が、慰

霊碑清掃や来訪者の対応にあ

たっていた。かつての教職員や

市教委職員も午前中、訪れた。

観音寺周囲の山裾には、大

川小で孫2人を亡くした元釜谷

区長・阿部良助さんを中心に、

桜が植えられている。釜谷と

大川小で犠牲になった人数と

同じ269本を5年間かけて植

え、今も長野や東京からボラン

ティアが手入れに訪れる。

その1本の前で、歌手・半崎

美子さんが手を合わせてい

た。半崎さんは震災後「大川

まつり」や「はまなすカフェ」で

歌ったことを縁に、交流を続け

ている。

大川地区の慰霊式は朝から

集落ごとに行われ、小学校の

式典で14時46分を迎える。大

川地区では住民2489人中418

人が亡くなった。小学校のある

釜谷では3人に1人、隣の間垣

では半数が命を落としている。

観音寺の慰霊式は13時30

分から、釜谷の住民を中心に

約100人が集まった。久しぶり

の再会を静かに喜び合う人々

もある一方、高齢化により参

加できない人も年々増えてい

る。式典中、津波で娘2人と夫

を失った女性が、目元をぬぐっ

ていた。傍らにいた母親は「お

葬式以来初めて、娘が涙を流

す姿を見た」と語る。

小学校の式典では、当時2

年生だった次男を失った永沼

由美子・遺族会会長があいさ

つ。「震災から13年経ち、日常

が回復してくるとともに、そこに

いるはずの人がいないことが、

ふとしたことで思い出されま

す。今ここにいれば、どんなこと

を話しただろうかなどと考える

と、さまざまな思いがめぐりま

す」と話した。

この日の夕方、震災遺構大

川小学校で行われたイベント

「大川竹あかり」でも、当時6

年生だった三男を亡くした佐

藤和隆さんが「13年たち、息子

が帰ってこないという現実を

考えることが多くなります。能

登半島地震は13年前の体験

と重なって苦しい」と語った。

元日の能登半島地震以来、

ニュース映像で日常を断ち切

られた人たちの姿を見ると、震

災当時の日 を々思い出すという

人が、大川には多い。震災から

13年、集団移転先での生活が

始まって5年。暮らしはそれなり

に落ち着いてきたように見え

る。一方、時を経て立ち現れてく

る悲しみがある。人々が能登の

話をしながら涙する場面を1月

以来、幾度となく目にしてきた。

そうしたなか、3回目の「竹

あかり」には、年明け以来5回、

県内外から支援者が集まり、

当時の児童数と同じ108本の

竹に穴を開け、交流を深めた。

夕刻にLEDが点灯すると、か

つて家々があった場所から

「大川小に来てます」と、ライ

ブ中継する人もあった。

参加者の中には、訴訟原告

とSNSで知り合った安倍昭恵・

元首相夫人と友人の女優、保

守系参院議員の姿もあり、点

灯式で市長が紹介した。会場

にかつての住民の姿は減っ

た。高齢化が進み、日没後の

外出を避ける人が増えたこと

などが理由として考えられる。

震災13年、地域では当時10

代だった若者たちが新たな活

動を始めている。一方、訴訟に

「真実を明らかにする」ことを

求めてきた原告にとって、問題

は今も解決していない。日常と

非日常、未来志向と「真相」究

明、メディアを避ける人と取材

される人……さまざまな断層が

見え隠れする。「せめて『子ども

の未来』という共通の価値が

あれば」と、ある若者は言う。大

川地区が内包する複雑さを、

あらためて考えさせられた。

「能登」から見えた断層
東京大学大学院　中島 みゆき

2016年4月に発生した熊
本地震で旧東海大学阿蘇
キャンパスは甚大な被害を
受け、キャンパス移転をす
ることを余儀なくされまし
た。旧東海大学阿蘇キャン
パスは地震の経験や学び
を後世に伝承し、今後の大
規模自然災害に向けた防
災対応の強化を図ること等
を目的に、県内各地の震災
遺構等を巡る回廊形式の
ミュージアム「熊本地震　
記憶の回廊」の1つとなりま
した。
震災前の阿蘇キャンパス
には農学部の学生と家畜が
おり、地域の方との交流が

盛んでした。しかしキャンパ
スが被災し、地区にいた約
800人の学生とほとんどの
家畜がいなくなったことで、
地域の方は学生との関わり
が無くなっただけではな
く、動物たちの鳴き声すら
聞こえなくなるのがとても
寂しいとおっしゃっていま
した。そこで、キャンパスの
あった南阿蘇黒川地区の方
と学生、家畜の繋がりを途
絶えさせず、もう一度地域
に活力を高めることを目的
に私のゼミでは羊を2頭飼
い始めました。
羊にはメー子、ソラと名
付けました。初めは体が大

きい羊たちに恐怖心もあり
ましたが、あっという間に
懐いてくれて羊たちの虜に
なりました。そして今年2
月、ソラが出産し羊は4頭
になりました。仔羊にはハ
ナとユキと名付けました。
羊たちを飼い始めてから地
域の方が見に来てくれるよ
うになったり、ゼミのメン
バーの友達や家族が南阿

蘇を訪れるようになったり
と交流の場が増えていま
す。春には初めての毛刈り
もします。今後羊の頭数が
もっと増えたら、震 災
ミュージアムの近くで羊た
ちを放牧したいと考えてい
ます。羊たちに会いに震災
ミュージアムを訪れる人が
増えてくれたらいいなぁと
思っています。

南阿蘇でヒツジを飼う
東海大学経営学部観光ビジネス学科4年　中橋 真琴

復興復興若者通信若者通信

令和6年1月1日午後4時
10分頃。2階で卒論を書い
ていると、突然激しい揺れ
に襲われました。真っ先に
祖母の安否を確認し、最寄
りの自主避難所に移動。1月
2日まで電波障害でろくに連
絡も取れず、歯がゆい思いで
した。1月3日から七尾市立

中島小学校の避難所運営
の立ち上げに携わり、その日
から目まぐるしく毎日が流れ
て気づけば3月末になってい
ます。2月中旬までは避難所
でのニーズ収集と外部支援
の受け入れが中心の活動で
した。3月上旬には、地域側
や自治体と折衝を行い、復

旧復興に向けた中長期的な
支援を目的として大阪大学
および連携団体の拠点づく
りを行いました。現在では
在宅訪問や、仮設住宅入居
者への支援、学童支援を
行っています。震災を経て、
能登の人たちは遠慮がちで
あり、心優しい方々だという
ことに気づきました。地元で
ある七尾市中島町の方々は
「奥能登に比べたら、自分
たちはマシなほう」と口々に
言います。高齢化率も高い
なか、おひとりで災害廃棄物
の片付けをしていることもあ
ります。ボランティアに来て
くれた学生と一緒にお声が

けさせていただき、ニーズを
引き出しています。
また、被災地にいない被
災者への支援は手薄になる
ことを知りました。そこで、能
登地方出身の高校生大学生
に向けても支援の輪を広げ
ています。復興後の能登を
担う10代20代は当事者とし
ても重要視しており、オンラ
インの交流をメインとした
場づくりを行っています。
この3ヶ月は人生で最も
濃密で、怒涛の日々でした。
能登に生まれた意味を考え
ながら、これからも復興のそ
の先の未来をも見据えた活
動を続けていきます。

能登はやさしや土までも
大阪大学人間科学部4年（執筆当時）・一般社団法人NOTORN代表理事　谷一 浩平

震災遺構大川小学校で開かれた「竹あかり」
＝2024年3月11日

釜谷・観音寺で植樹した桜の前に立つ半崎美子さん（左）と阿部良助さん
・文子さん夫妻＝2024年3月11日
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物資搬入を行う地域住民ボランティア

震災13年目の3月11日朝、大

川地区は暖かな日差しに包ま

れた。内湾、長面浦の海面に

は風が細かな紋を描き、輝い

ている。特産の牡蛎はシーズ

ン中だが、この日は作業場も休

みで、海鳥が羽を休めている。

県道には、朝から墓参の車

が絶えない。大川地区の海に

近い4集落は災害危険区域に

指定されおり、人々は15km内

陸の移転先から花を携えやっ

て来る。
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から慰霊の空気に包まれた。

全国各地からの訪問者が手

を合わせたり、経を唱えたりし

ている。傍らでは遺族会役員

らが慰霊式典の準備に追わ

れている。

津波で児童74人、教職員10

人が死亡・行方不明となった大

川小学校では震災後、遺族会

が捜索と慰霊を中心に活動を

続けている。会員には取材を

避けたい人もいる。この日に先

立ち役員は、報道機関に式典

中の取材自粛を申し入れた。

小学校から300mほど離れ

た観音寺には、大川地区と小

学校で亡くなった人の慰霊碑

が移設されている。震災後の

大川小に赴任して地域との信

頼回復に奔走した教諭が、慰

霊碑清掃や来訪者の対応にあ

たっていた。かつての教職員や

市教委職員も午前中、訪れた。

観音寺周囲の山裾には、大

川小で孫2人を亡くした元釜谷

区長・阿部良助さんを中心に、

桜が植えられている。釜谷と

大川小で犠牲になった人数と

同じ269本を5年間かけて植

え、今も長野や東京からボラン

ティアが手入れに訪れる。

その1本の前で、歌手・半崎

美子さんが手を合わせてい

た。半崎さんは震災後「大川

まつり」や「はまなすカフェ」で

歌ったことを縁に、交流を続け

ている。

大川地区の慰霊式は朝から

集落ごとに行われ、小学校の

式典で14時46分を迎える。大

川地区では住民2489人中418
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釜谷では3人に1人、隣の間垣
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観音寺の慰霊式は13時30

分から、釜谷の住民を中心に

約100人が集まった。久しぶり

の再会を静かに喜び合う人々

もある一方、高齢化により参

加できない人も年々増えてい

る。式典中、津波で娘2人と夫

を失った女性が、目元をぬぐっ

ていた。傍らにいた母親は「お

葬式以来初めて、娘が涙を流

す姿を見た」と語る。

小学校の式典では、当時2

年生だった次男を失った永沼

由美子・遺族会会長があいさ

つ。「震災から13年経ち、日常

が回復してくるとともに、そこに

いるはずの人がいないことが、

ふとしたことで思い出されま

す。今ここにいれば、どんなこと

を話しただろうかなどと考える

と、さまざまな思いがめぐりま

す」と話した。

この日の夕方、震災遺構大

川小学校で行われたイベント

「大川竹あかり」でも、当時6

年生だった三男を亡くした佐

藤和隆さんが「13年たち、息子

が帰ってこないという現実を

考えることが多くなります。能

登半島地震は13年前の体験

と重なって苦しい」と語った。

元日の能登半島地震以来、

ニュース映像で日常を断ち切

られた人たちの姿を見ると、震

災当時の日 を々思い出すという

人が、大川には多い。震災から

13年、集団移転先での生活が

始まって5年。暮らしはそれなり

に落ち着いてきたように見え

る。一方、時を経て立ち現れてく

る悲しみがある。人々が能登の

話をしながら涙する場面を1月

以来、幾度となく目にしてきた。

そうしたなか、3回目の「竹

あかり」には、年明け以来5回、

県内外から支援者が集まり、

当時の児童数と同じ108本の

竹に穴を開け、交流を深めた。

夕刻にLEDが点灯すると、か

つて家々があった場所から

「大川小に来てます」と、ライ

ブ中継する人もあった。

参加者の中には、訴訟原告
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元首相夫人と友人の女優、保
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灯式で市長が紹介した。会場

にかつての住民の姿は減っ

た。高齢化が進み、日没後の

外出を避ける人が増えたこと

などが理由として考えられる。

震災13年、地域では当時10

代だった若者たちが新たな活

動を始めている。一方、訴訟に

「真実を明らかにする」ことを

求めてきた原告にとって、問題
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見え隠れする。「せめて『子ども

の未来』という共通の価値が

あれば」と、ある若者は言う。大

川地区が内包する複雑さを、

あらためて考えさせられた。

「能登」から見えた断層
東京大学大学院　中島 みゆき

2016年4月に発生した熊
本地震で旧東海大学阿蘇
キャンパスは甚大な被害を
受け、キャンパス移転をす
ることを余儀なくされまし
た。旧東海大学阿蘇キャン
パスは地震の経験や学び
を後世に伝承し、今後の大
規模自然災害に向けた防
災対応の強化を図ること等
を目的に、県内各地の震災
遺構等を巡る回廊形式の
ミュージアム「熊本地震　
記憶の回廊」の1つとなりま
した。
震災前の阿蘇キャンパス

には農学部の学生と家畜が
おり、地域の方との交流が

盛んでした。しかしキャンパ
スが被災し、地区にいた約
800人の学生とほとんどの
家畜がいなくなったことで、
地域の方は学生との関わり
が無くなっただけではな
く、動物たちの鳴き声すら
聞こえなくなるのがとても
寂しいとおっしゃっていま
した。そこで、キャンパスの
あった南阿蘇黒川地区の方
と学生、家畜の繋がりを途
絶えさせず、もう一度地域
に活力を高めることを目的
に私のゼミでは羊を2頭飼
い始めました。
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南阿蘇でヒツジを飼う
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旧復興に向けた中長期的な
支援を目的として大阪大学
および連携団体の拠点づく
りを行いました。現在では
在宅訪問や、仮設住宅入居
者への支援、学童支援を
行っています。震災を経て、
能登の人たちは遠慮がちで
あり、心優しい方々だという
ことに気づきました。地元で
ある七尾市中島町の方々は
「奥能登に比べたら、自分
たちはマシなほう」と口々に
言います。高齢化率も高い
なか、おひとりで災害廃棄物
の片付けをしていることもあ
ります。ボランティアに来て
くれた学生と一緒にお声が

けさせていただき、ニーズを
引き出しています。
また、被災地にいない被
災者への支援は手薄になる
ことを知りました。そこで、能
登地方出身の高校生大学生
に向けても支援の輪を広げ
ています。復興後の能登を
担う10代20代は当事者とし
ても重要視しており、オンラ
インの交流をメインとした
場づくりを行っています。
この3ヶ月は人生で最も
濃密で、怒涛の日々でした。
能登に生まれた意味を考え
ながら、これからも復興のそ
の先の未来をも見据えた活
動を続けていきます。

能登はやさしや土までも
大阪大学人間科学部4年（執筆当時）・一般社団法人NOTORN代表理事　谷一 浩平
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2023年度 静岡大会報告
大会幹事長　池田 浩敬（常葉大学）

2023年度学会大会が、

常葉大学静岡草薙キャン

パスにて、12月2日（土）、

3日（日）に開催されまし

た。「静岡大会に来てご」

という呼びかけにお応え

いただき、大会1日目は64

名、2日目は69名の方にご

来場いただきました。コロ

ナ5類移行後、感染対策は

個人の判断が基本とさ

れ、4年ぶりに交流会も開

催することができました。

本大会の準備・運営にご

協力くださった皆様、各分

科会企画や口頭発表座長

をご担当くださった皆様、

ご来場の皆様に、この場

をお借りして深く感謝申し

上げます。

大会1日目は、矢守学会

長の挨拶の後、午前2つ、

午後2つの分科会が開催

され、タイトなタイムスケ

ジュールのなか意見交換

や質疑応答が大変活発に

行われていました。午後の

全体会では、各分科会企

画担当の皆様によるパネ

ルディスカッションを通し

て、各会場での白熱した議

論や課題をご共有いただ

き、さらなる企画展望につ

ながっていくことと存じま

す。交流会では、2024年

度学会大会のホスト校で

ある長岡技術科学大学の

上村教授に、ご挨拶いた

だきました。

大会2日目午前には、3

会場に分かれて6つの口

頭発表セッションが行わ

れ、合計24件の研究発表

がありました。午後の公

開シンポジウムでは、「令

和4年台風15号災害から

の被災者と被災中小企業

の再建支援」をテーマと

し、近年頻発する風水害

の対応と支援の在り方

を、行政や専門家、住民

の方と考える場として、は

じめに4名の方から話題

提供いただきました。①

静岡市都市局建築部住宅

政策課の竹田太郎さんに

は市独自の応急住宅対策

等制度を、②静岡県弁護

士会の永野海さんには役

所内に設けた生活再建支

援相談ブースでの対応と

今後へのご提言を、③静

岡県商工振興課の鈴木一

志さんには被災中小企業

支援の対応と課題を、④

常葉大学の小村准教授に

はボランティアセンターで

の活動をそれぞれご説明

いただきました。その後、

兵庫県立大学の澤田准教

授をコメンテーターに、

質疑応答形式のパネル

ディスカッションが行わ

れ、トライアンドエラーで

問題解決しながら次の災

害への備えにつなげる機

会となりました。改めまし

て、学会大会開催にご支

援賜りました皆様、ご参

加くださった皆様に御礼

を申し上げます。

発行人 矢守克也
〒662-8501
西宮市上ケ原一番町1番
155号 関西学院大学災害復
興制度研究所気付
TEL：0798-54-6996
FAX：0798-54-6997
http：//f-gakkai.net/

令和6年能登地震は、富
山県内でも令和6年3月19日
現在で全壊213戸、半壊
650戸、一部破損14031戸
の住家被害が報告されるな
ど、大きな被害をもたらして
います。

富山県弁護士会では、発
災8日後から電話相談を開
始し、特に被害が大きい自
治体を中心に相談会を実施
しています。また令和6年3
月までに弁護士会ニュース

を4号発行。災害ADRの開
始、自然災害債務整理ガイ
ドラインの活用に向けた取
組みなど、情報提供や被災
に伴う法的紛争解決・債務
整理の一助を担う活動を
行っています。

相談内容や各所の取組み
から、民間では、過去の災
害で得た知見等の共有、提
供がなされ、平時のつなが
りが活きていると感じる場
面が随所にあります。弁護

士の活動では、特に情報提
供をタイムリーに用意するこ
とや、相談や対応の現場で
必要な知識等を得ることな
どについて、各地の災害復
興支援に取り組む方々から
の後方支援が寄与していま
す。

一方で、公的制度の面で
は様々な壁に直面していま
す。相談や情報提供の現場
では、災害救助法の適用
（富山県内では2市町で不

適用）、広域避難に関する
制度上の後押しや被災者目
線の支援の遅れ、罹災判定
に対する不服、複雑に絡む
支援制度、液状化への対
応、復興基金の創設を求め
る声など、被災された方々の
苦しみが吐露される中「今
後の行政からの情報を注視
してください」としか言えず、
知恵を絞ることの限界を感
じることも多々あります。

復旧・復興は始まったば
かりです。民間の支援を活
かすためにも、過去の災害
の経験をも踏まえた公的制
度の難点を解消していく
アップデートが望まれま
す。

令和6年能登地震における
富山県弁護士会の支援から
見える現状

富山県弁護士会　松尾 政治
まさはる

ステージで歌って踊る
ボーイズグループは数あれ
ど、海を舞台に躍動するグ
ループは彼らだけだろう。
その名も戸倉SeaBoys。メ
ンバーはリーダーの後藤伸
弥さん（39）と、佐藤将人さ
ん（38）、後藤新太郎さん
（3 7）、三浦将 平さん
（30）の4人で、いずれも宮
城県南三陸町戸倉の漁師た
ちだ。
結成は2018年。漁場見

学と食事会を合わせたファ
ンミーティングを開くなど、
消費者との交流に力を入れ
る。今年1月、東京都内で開
かれた国産水産物料理コ
ンテスト「Fish―1グランプ

リ」（全国漁業協同組合連
合会など主催）に出場。戸
倉産のブランドカキ「戸
倉っこかき」を使ったホット
ドッグが、準グランプリを
獲得した。
2011年3月、戸倉地区の

カキ生産者は、東日本大震
災の津波で全ての養殖棚を
失った。震災後、持続可能
な漁業への転換を目指し、
宮城県漁協戸倉出張所カ
キ部会長の後藤清広さん
（63）を中心に、養殖棚を
震災前の3分の1に減らす、
漁場改革を決行した。
効果はてきめんで、カキ

に栄養が行き渡るようにな
り、生育期間は2～3年から

1年に短縮した。1経営体当
たりの生産量は2.4倍、生
産金額は2.2倍となった一
方、経費と労働時間は4割
削減。2016年に日本初の
水 産 養 殖 管 理 協 議 会
（ASC）国際認証を取得し
た。
リーダーの伸弥さんは、
清広さんの長男。震災を機
に一度漁業を離れたが、環
境負荷の少ない漁業を推
進する父を見て、再び漁師
に戻り、カキ、ワカメ、ホヤ、
昆布を生産している。銀鮭
の養殖のほか、タコ、ウニ、
アワビの漁をするメンバー
も。4人の若手漁師は震災
後、再生した南三陸漁業の

希望の象徴であり、宣伝・
広報担当でもある。
伸弥さんは「親世代が決
断し、ぷりっとして雑味、え
ぐみがないカキを提供でき
るようになった。食を通して
南三陸町に、たくさんの人
を呼び込みたい」と話す。カ
キをはじめ南三陸産の海産
物は、南三陸産のワインと
一緒にどうぞ。

宮城県南三陸町「戸倉っこかき」 上品な旨味と甘み
河北新報社　須藤 宣毅

復興味な味な味な味な

⑰

⑦

戸倉っこかきドッグ

（一般社団法人南三陸町観光協会提供）

8 味な復興
宮城県南三陸町「戸倉っこかき」 上品な旨味と甘み
須藤 宣毅

法制度と現場
令和6年能登地震における富山県弁護士会の支援から見える現状
松尾 政治
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